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業務用食材卸業合同賀詞交歓会（（一社）外食協及び全給協の２団体共催）盛大に開催 

２９年１月１６日（月）に２団体での開催となりましたが、会員及び関係者の方々のご協力のもとに

帝国ホテル（孔雀の間）で盛大に開催されました。次第は以下のとおり。（敬称略） 

１．主催者代表挨拶：2 団体を代表し（一社）外食協・尾家亮会長が挨拶、全給協・秋元直人会長登壇。 

２．来賓祝辞：農林水産省大臣官房審議官 丸山雅章 ３．賛助会員代表祝辞・乾杯：ケンコーマヨネー

ズ株式会社 社長 炭井 孝志 ４．中締め：株式会社ニチレイフーズ社長 池田泰弘 ５．出席者数：

３４０人余。 

  

平成２８年度第４回理事会開催される、次回は５月１１日、平成２９年度総会は５月２９日の予定 

 （一社）外食協は、合同賀詞交歓会に合わせて、標記理事会を以下により開催しました。 

１．日時：平成２９年１月１６日（火）１４時～１６時、２．場所：帝国ホテル「蘭の間」、３．議題： 

①平成２９年度暫定予算（案）について、②平成２８年度展示会事業（外食産業フェア）の収支報告に

ついて、③会員規程の改正について、④外食産業フェア及びフードビジネスショーにおける公的展示ブー

ス設置について、⑤その他の議題として、１）正会員アンケート最終報告について、２）会員年間売上規

模状況調査について(お願い)等が審議された。 

 また、平成２９年度の定時総会は平成２９年５月２９日、ＫＫＲホテル東京で開催を予定しています。 

 

会員企業の設備･機器（コンピューター、冷凍車等）の導入計画の提出依頼について 

 会員企業がコンピューター、冷凍車等の設備･機器を導入して、導入資金の２／３相当額の無利子融資 

制度の適用を受けようとする場合は、会員が所属する組合（外食協）が｢食品流通改善促進法に基づく構

造改善計画｣を作成し、農林水産大臣の認定を受けていることが必要要件となっており、ここ５年分につ

いては計画認定を受けたところです。その中で各年度の実施については、各年会員からの実施希望をもと

に計画変更で実施することとなっています。従って、会員企業のうち平成２９年度中に冷凍車等の施設･

機器の導入予定があれば、その計画表を作成し、平成２９年３月末頃までに外食協・事務局に提出願いま

す。なお、正式な計画表の提出については、近日別途文書により提出依頼を行います。 

 

優良社員表彰の候補者募集について 

当協会の主要事業である優良社員表彰制度に基づく被表彰候補者の推薦を近日別途文書により、依頼さ

せて頂きます。提出期限は４月３日(予定)までとなりますので、本事業の目的を十分にご理解頂き、積極

的な活用をお願いします。 

 

消費税軽減税率制度等のセミナー案内 

 生鮮取引電子化推進協議会より、以下の内容でセミナー案内が来ておりますので、参加希望の方は直接

http://www.ofsi.or.jp/kyougikai/h28seminar/からお申し込みください。 

 

会  場 日     時        開 催 場 所 

盛  岡 3 月 2 日(木)13:00～15:20  アイーナ岩手県民情報交流センター研修室８１２ 

熊  本 3 月 14 日(火) 13:00～15:20 くまもと田崎市場 市場会館 4階 大会議室 

東  京 3 月 24 日(金)13:00～16:30 東京都中央卸売市場 大田市場 2階 大ホール 

セミナー内容：①消費税軽減税率及び軽減税率対策補助金制度の解説、②生鮮ＥＤＩと通信インフラ及

び制度変更への対応、なお東京会場では③卸売市場は本当に不要なのか、が追加されます。 

 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会持続可能性に配慮した調達コードについて 

 選手と大会関係者への食材提供について、(公財)東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員

会から、サプライヤー等（組織委員会と契約締結する物品・サービスの提供事業者及び提供事業者に供給



する製品や流通等を担当する事業者）になろうとする事業者に対し遵守すべき調達コード(規定)が示され

ました。調達コードは、①趣旨、②適用範囲、③調達における持続可能性の原則、④持続可能性に関する

基準、⑤調達基準遵守の担保方法、⑥苦情処理システム、⑦物品別の個別基準、⑧その他、から構成され

ています。この中で、サプライヤー等が取組む具体的内容として④持続可能性に関する基準には、法令遵

守、環境への配慮、人権の尊重、長時間労働の禁止、公正な取引慣行の遵守等が記載されています。また、

⑦物品別の個別基準では、農産物については国産、海外共にＧＡＰ認証品や国産有機農産物を優先的に調

達し、農産加工品でも原料農産物に同じ規格を求めているのが特徴となっています。 

詳しくは、以下まで。 

https://tokyo2020.jp/jp/games/sustainability/opinion-sourcing-code/ 

 

［支部だより］ 

近畿支部賀詞交歓会 盛大に開催 

近畿支部では、２９年１月１２日（木）、ホテルニューオータニ大阪において賀詞交歓会が開催された。

１．主催者代表挨拶：近畿支部長 大月 年春 ２．来賓祝辞：農林水産省近畿農政局次長 嘉多山 茂 

３．賛助会員代表祝辞：ケンコーマヨネーズ㈱社長 炭井孝志 ４．乾杯：味の素㈱大阪支社長 前川 信

介 ５．中締め：キユーピー㈱執行役員大阪支店長 桑島 英彰 ６．出席者数：２９０人。外食協本部

から尾家会長が出席。 

 

支部総会開催予定（支部総会の日程について、随時掲載します。） 

 九州支部総会    ４月１３日(木) 

中国・四国支部総会 ４月１９日(水) 

近畿支部総会    ４月２０日（木） 

 東海・北陸支部総会 ４月２４日(月) 


